
3月18日	

▲

真田中学校・菅平小中学校卒業式
	 19日

▲

長・傍陽・本原小学校卒業式
	 20日

▲

すがだいら保育園卒園式
	 21日

▲

文化講演会（真田中央公民館）
	 　　　	おはなし広場（真田図書館）
	 　　　	さなだ・そえひ保育園・いずみ幼稚園卒園式
4月		 2日

▲

町内保育園入園式
	 	 4日

▲

いずみ幼稚園入園式
	 	 6日

▲

町内小中学校入学式
5月	10日

▲

第56回真田地域体育祭
	 17日

▲

お屋敷つつじ祭り
　　　　　	三つ頭獅子奉納　

3月18日

▲

ハーモニカ&コカリナ演奏ショー
	 ハーモニーつみき&コカリナグループの皆さん
4月15日

▲

三味線と踊りの集い　
	 三味線…藤

ふじ
本
もと
頼
た
貴
き
次
じ
会
かい
/踊り…竹

たけ
本
もと
輝
てる
名
な
会
かい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5月		3日

▲

腹話術&マジックショー　ヒロ・タッキー（滝
たき
沢
ざわ
博
ひろ
文
ふみ
さん）	

5月20日

▲

大正琴演奏ショー　サークル森のくまさん（予定）
/イベントは全て大広間ステージで12:30から行われます。
	 　入館料が必要です。
【定期開催】●ヨガ&ストレッチ…講師　倉

くら
崎
さき
直
なお
子
こ

　3月18日・4月15日・5月20日（毎月第3水曜日）10:30〜11:30
　当日受付（予約不要）　入館料とは別に参加料500円

問　真田温泉ふれあいさなだ館　有線 2230	☎ 72-2500

ふれあいさなだ館イベント情報真田地域のイベント&
スポーツ大会等

1月11日、平成27年上田市成人式が市内7会場で行われました。
今年成人式を迎えたのは、平成6年4月2日から平成7年4月1日までに生まれた皆さんです。

イベント情報
地域の

祝 成
人

1

地域自治センターだより
真
田
氏
発
祥
の
郷 上田市真田地域自治センター 地域振興課

　〒386-2292 上田市真田町長7178-1
　有線2015 ／ TEL0268-72-2200（代表）／ FAX0268-72-4140

平成27年/2015

3.16
№43



澤た
く

大
和
尚
が
、
長
谷
寺
の
末

寺
と
し
て
、
1
5
5
9
年
十

林
寺
に
開
山
し
ま
し
た
。

　

創
建
者
は
真
田
幸
隆
で

す
。
そ
の
後
火
災
に
遭
い
、

1
5
7
2
年
現
在
の
場
所
（
中

原
）
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
火
災
に
よ
り
資
料

な
ど
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た

そ
う
で
す
。
※
廣
山
禅
寺
の
記
録
よ
り

　

真
田
幸
村
の
祖
父
で
、
真

田

氏

発

展

の

基

礎

を

築

き
あ
げ
た
真
田
幸
隆
が
、

1
5
4
7
年
、
上
州
（
群
馬
県

安
中
市
上かみ
後ご
閑かん
）

の
長
源
寺
よ
り

晃こ
う

運う
ん

和
尚
を
招
き
開
山
し
「
真

田
山　

種
月
院　

長
谷
寺
」

と
称
し
ま
し
た
。

　

幸
隆
か
ら
真
田
家
を
継

い
だ
長
男
・
信
綱
も
、
父

と

同

様

に

武

田

信

玄

に

重ち
ょ
う

用よ
う

さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
1
5
7
5

年

長

篠

の

戦
い
（
信
玄
の
子
・
勝
頼
と
織
田

信
長
・
徳
川
家
康
の
連
合
軍
と
の
戦

い
）

で
次
男
・
昌
輝
と
共
に
討

ち
死
に
し
た
こ
と
か
ら
、
三

男
・
昌
幸
が
真
田
氏
の
家
督

を
相
続
し
ま
し
た
。
昌
幸
は

幸
隆
の
菩
提
の
た
め
に
（
冥

福
を
祈
る
た
め
に
）

諸
堂
を
備
え

ま
し
た
が
、
1
6
0
0
年
の

第
二
次
上
田
合
戦
の
戦
火
に

よ
り
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
1
7
4
2

年

に

は

土

石
流
に
よ
り
土
砂
に
埋
ま
り
、

1
7
5
7
年
に
は
再
び
火
災

に
遭
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
14

代
雄ゆ

う

峰ほ
う

和
尚
の
と
き
に
再
建

さ
れ
ま
し
た
が
、
明
治
23
年

1
月
、
火
災
に
遭
い
、
現
在

の
本
堂
は
昭
和
53
年
に
再
建

さ
れ
ま
し
た
。

　

1
6
2
2
年
幸
村
の
兄
・

信
之
が
上
田
藩
か
ら
松
代
藩

へ
国
替
え
と
な
っ
た
際
、
長

谷
寺
の
住
職
も
松
代
藩
へ
移

り
「
長
国
寺
」
を
建
立
し
、

長
谷
寺
は
長
国
寺
の
末ま

つ

寺じ

と

な
り
ま
し
た
。

　

長
谷
寺
に
は
、
真
田
幸
隆

（
1
5
7
4
年
没
）

夫
妻
、
昌
幸

（
1
6
1
1
年
没
）

の
墓
が
あ
り
、

昭
和
47
年
4
月
1
日
に
市
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
谷
寺
三
代
目
の
廣こ

う

山ざ
ん

存ぞ
ん

シリーズ

其の四

幸
村
く
い
ず

次
号
も
、
真
田
地
域
の
真
田
氏
ゆ
か

り
の
史
跡
等
や
真
田
丸
放
送
に
向
け

て
取
り
組
み
を
し
て
い
る
団
体
等
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

幸
村
く
い
ず

　
2
0
1
6
年
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
に
「
真
田
丸
」
の
放
送
が

決
ま
り
ま
し
た
。
自
治
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り　

さ
な
だ
で
は
、
真

田
幸
村
や
真
田
地
域
に
残
る
真
田
氏
に
係
る
史
跡
な
ど
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

真
田
幸
村

幸
村
く
い
ず

　
歴
史
上
、
真
田
氏
が
登
場

し
た
の
は
い
つ
頃
で
し
ょ

う
か
?

真
田
山 

種
月
院
長
谷
寺

猿飛佐助でござる。

今回は、長谷寺と廣山禅

寺の紹介。また、真田丸放

送に向けた地域内での取

り組みを紹介しよう。

　真田中央公民館で行われた式典には127人の新成人の
皆さんが出席しました。
　式典は23人の成人式実行委員の皆さんが企画、運営し、
中学校時代の思い出のスライドショーや恩師から激励の
言葉が贈られました。
　また、新成人を代表して中

なか
山
やま
大
だい
介
すけ
さんから「無事に成人

式を迎えられたことに感謝し、社会の一員として自分の行
動に責任を持ち、日本の社会を支えていくため強い覚悟で
精進して参ります」と誓いの言葉が述べられました。
　式典が終わると、軽食パーティーが行われ、ソフトドリ
ンクで乾杯しました。

上田市成人式

問 	真田中央公民館	有線 2244	☎ 72-2655

平成27年 公民館だより

誓いの言葉を述べる
中山大介さん

イラスト /柳沢雄二氏

廣
山
禅
寺

長谷寺廣山禅寺

真田地域を盛上げるために取り組んでいるみなさんを紹介します
真田中学校2学年

真田丸プロジェクト【グッズ班】真田○ミーティング
　

グ
ッ
ズ
班
（
30
人
）
で

は
、
冬
休
み
中
に
商
品
を

試
作
。
休
み
明
け
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
、
ミ
サ
ン
ガ

班
、
マ
ス
コ
ッ
ト
班
、
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
班
、
コ
ー

ス
タ
ー
・
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
・

編
み
物
班
、
真
田
の
産
物

を
使
っ
た
デ
ザ
ー
ト
班
に

分
か
れ
、
商
品
開
発
に
向

け
て
さ
ら
に
研
究
が
進
め

ら
れ
ま
す
。

　
2
月
7
日
、
真
田
○
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
実
行
委

員
会
と
N
P
O
法
人
ほ
こ
ほ
コ
ネ
ク
ト
が
主

催
す
る
真
田
○
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
第
1
回
目
が

真
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
80
人
を

超
え
る
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
高
橋
真
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

長
か
ら
、
駐
車
場
や
案
内
看
板
、
ト
イ
レ
の
整
備
な
ど
行
政
の
取

組
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、
N
P
O
法
人
明あ

日す

育い
く
（
富
山
県
黒
部

市
）
の
長な
が
井い

一か
ず
浩ひ
ろ
さ
ん
を
講
師
に
、「
連
携
と
協
働
」
に
つ
い
て

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
り
、
話
を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。
長
井

さ
ん
は
、
参
加
者
に
1
つ
ず
つ
輪
ゴ
ム
を
配
り
、
左
手
の
親
指
と

小
指
に
は
め
、
そ
れ
を
左
手
だ
け
で
取
る
よ
う
指
示
。

「
自
分
で
取
ろ
う
と
す
る
か
ら
大
変
。
人
に
助
け
て
も

ら
え
ば
簡
単
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
小
さ
な
連
携
と

協
働
が
大
切
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▼

グ
ッ
ズ
班
が
考
案
し
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー「
さ
な
だ
ピ
ヨ
丸
」の
指
人
形・マ
ス

コ
ッ
ト・刺
繍
が
入
っ
た
ミ
サ
ン
ガ

※ガイド班、劇班は次号以降で紹介します。
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カメラニュースでは、地域の中の様々な出来事や話題をお届けします。

カメラニュースカメラニュース

２月１日、幸村街道
会による豆まき

が真田中央公民館で行わ
れ、400人を超える来館者
で賑わいました。TOKYO　
BOWZのミュージカルや真
田六文銭太鼓の演武、地元産
の野菜とそば団子がたくさ
ん入った幸村鍋300食が振
舞われました。
　また、幸村街道会豆まき20
周年を記念して、会のメン
バー２人が幸村の家来役で
ミュージカルに出演しイベ
ントを盛り上げました。２月８日、戸沢公民館で文化祭が行われ、地区内外か

ら大勢のみなさんが訪れました。
　道祖神にお供えする「ねじ」にまつわる紙芝居や、竹細工、
吊るし雛、生け花、各家庭で作られた「ねじ」などが展示。ま
た、ねじ作り講習会も行われ、長小学校児童12人とその保
護者が参加。ねじ作り保存会の皆さんに教えてもらいなが
ら、魚や葉っぱなど思い思いの形のねじを作っていました。

　室町時代初め1400年に起きた大
おおとう

塔合
かっせん

戦（長野市丹波島橋下流。信濃の守護・小笠原長秀と信濃東北部の土豪団との戦い）に
参加した豪族に「実

さ ね だ
田」という氏が初めて出てきます。

　さらに40年後の結
ゆ う き

城合
かっせん

戦（千葉県）に、信濃の武将として「真田氏」が出てきますが、これらが幸隆につながる直接の先祖か
どうかはよく分かっていません。
　真田氏の活躍を詳しく知ることができるのは、戦国時代、幸村の祖父・真田幸隆からで、それまでの間の真田氏に係る資料は
出てきていません。

幸村クイズの答え

戸沢自治会　文化祭

鬼は外！福は内！

　
1
月
21
日
に
行
わ
れ
た
、
第
10
回

真
田
地
域
協
議
会
で
、
第
二
次
上
田

市
総
合
計
画
「
地
域
の
特
性
と
発
展

の
方
向
性
」
に
つ
い
て
市
長
か
ら
諮

問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
始
ま
る
第
二
次

上
田
市
総
合
計
画
で
は
、
第
一
次
上

田
市
総
合
計
画
「
地
域
ま
ち
づ
く
り

方
針
」
を
「
地
域
の
特
性
と
発
展
の

方
向
性
」
と
し
て
見
直
し
を
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
状
況
を
検
証
し
、

社
会
情
勢
等
の
変
化
を
踏
ま
え
、
地

域
住
民
と
行
政
が
協
働
で
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
協
議

　
大
勢
の
皆
さ
ん
に
路
線
バ
ス
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
真
田
町

文
化
協
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
写
真
や

書
画
な
ど
約
40
点
を
路
線
バ
ス
車
内

に
展
示
し
運
行
し
ま
し
た
。

問
　
建
設
課
　    

有
線  

2
0
8
9

　
☎
72 

¦
4
3
3
1

会
で
審
議
し
3
月
下
旬
に
市
長
へ
答

申
し
ま
す
。

問  

地
域
振
興
課  

有
線  
2
0
1
5

　
☎
72 

¦
2
2
0
2

真
田
地
域
協
議
会
だ
よ
り

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

ギ
ャ
ラ
リ
ー
バ
ス
を

運
行
し
ま
し
た

公
共
交
通
利
用
促
進
協
議
会
だ
よ
り

　
傍
陽
分
団
に
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
普
通
積
載
車
が
、
長
分
団
に
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
が
そ
れ
ぞ
れ
導
入
さ
れ
、
こ
の
た
び
真
田
消
防
署
で
市
か
ら

各
分
団
へ
の
受
渡
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
傍
陽
分
団
で
は
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
普
通
積

載
車
の
更
新
と
し
て
、
長
分
団
で
は
普
通
積
載
車
2
台
と
軽
積
載
車
4
台

を
廃
止
し
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
配
備
し
ま
し
た
。

　2月 12 日、上田信用金庫神科支店真田
出張所が真田地域自治センター 1階にオー

プンしました。税金や公共料
金等のお支払などにご利用い
ただけます。

　ゆきむら夢工房のお土産コーナー等の拡
張に伴い、2月 1日より真田地域自治セン
ター産業観光課事務室に移転しました。
問　産業観光課　有線 2032　☎ 72 -4330

産業観光課 観光商工係が
移転しました

営業時間　9 時〜 15 時
ATM　　9 時〜 18 時

そえひランド1月29日
スーパーやレストランなど、
店員とお客を交替しながら楽しみました。

そえひ保育園

豆まき2月3日
赤鬼、青鬼、黒鬼はちょっぴり怖いけど、
豆を投げて追い払おう！

雪遊び（今冬）
今年もたくさん雪が積もり、
ゲレンデでそりやスキー、
園庭の雪山で遊びました。

さなだ保育園

保育園・幼稚園の

イベント紹介
元気いっぱい！

寒さなんかにまけないぞ！すがだいら保育園

保育発表会2月20日　お家の方や地域の方が見守る中、
年少児はオズの魔法使い、年中児はナルニア国物語 ( 写真左）・
年長児は河童の雨乞い（写真右）を発表しました。

いずみ幼稚園

　

２
月
20
日
、
真
田
地
域
自
治
会

連
絡
会
議
が
真
田
中
央
公
民
館
で

行
わ
れ
、
真
田
地
域
の
自
治
会
長

の
皆
さ
ん
に
地
域
内
分
権
の
推
進

に
つ
い
て
、
市
民
参
加
・
協
働
推

進
課
の
職
員
か
ら
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

地
域
内

分
権
と
は

何
か
。
ど

の
よ
う
に

進
め
ら
れ

て
い
く
の

か
。ま
た
、

そ
の
効
果

に
つ
い
て

説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
社
会
情
勢
の
変
化
や
少
子
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
各
自
治
会
が
抱
え

る
課
題
等
を
解
決
し
、
地
域
の
特

性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
聞
き
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
ま

す
。

地域内分権の説明会を開催地域の安全を守るために

上田信用金庫神科支店真田出張所オープン
お知らせ

傍陽分団

長分団
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みんなで止めよう温暖化「未来が変わる。日本が変える。チャレンジ25」

食材を無駄なく上手に使うエコクッキングを実践しましょう。作った料理は、残さず食べましょう。

印刷 /中沢印刷株式会社

真田図書館通信真田図書館通信

【一般書】
〈小説〉
●「疾風ロンド」… ………………………………東野　圭吾
●「失意ノ方」… …………………………………佐伯　泰英
●「信玄の首」… …………………………………矢野　　隆
●「福も来た」… …………………………………群　ようこ
●「風のベーコンサンド」… …………………柴田　よしき
●「教団Ｘ」… ……………………………………中村　文則
●「吉田松陰」… …………………………………津本　　陽
●「親の家の片づけ」… …………………………安東　英子
●「自治体崩壊」… ………………………………田村　　秀
●「それでも前へ進む」… ………………………伊集院　静
●「フランス人は１０着しか服を持たない」
　……………………………… ジェニファー・L・スコット

【児童書（絵本）】
●「いつでもしろくま」… ………………………斉藤　　洋
●「おおきくなりたいの」　… … マーガリータ・エングル
●「オレンジいろのディーゼルカー」
　…………………………………………のさか　ゆうさく
●「カフェバスくんがいく」… ………あんどう　としひこ
●「しょうぼうじどうしゃのあかいねじ」
　……………………………………………たるいし　まこ
●「十二支のどうぶつ小噺」　… ………………川端　　誠
●「東京駅をつくった男」　… …………………大塚　菜生
●「鳥よめ」　… ……………………………あまん　きみこ

【郷土の本】
●「あたたかき光　２」… ………………小諸市教育委員会
●「お母ちゃん先生がゆく」… …………………深井　ふ
●「長野の法則」… …………………長野の法則研究委員会

　真田図書館では毎月、テーマに
沿った話題の本や新着本、おすすめの本を展示

コーナーで紹介しています。
　また、学校図書との連携事業の一環として、真田
中学校図書委員会からの本の紹介を２階コミュ
ニティースペースで展示しています。食をテーマ
に「本の紹介献立」として、お話の紹介のほか、本
に出てくる料理が写真と一緒に紹介されています。
２、３、６、10月に展示します。ぜひご覧ください。

　

問　真田図書館　有線 2003　☎ 72-8080

おすすめの新着
本

真田図書館にご来館ください
図書館
からの

お知ら
せ

続珍真田太平記
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